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  令和元年９月定例会

令和元年 第 3 回定例会
～ 平成 30 年度の決算を審査 ～

　 8 月 28 日～ 9 月 20 日「決算議会」を開催

　令和元年第３回定例会が８月 28 日から９月 20 日までの 24 日間の会期で開かれ、平成 30 年度の決

算を中心に 36 件の議案等について審議しました。

　

令和元年度第３回定例会最終日　本会場にて

　

私
達
、
小
美
玉
市
議
会
議
員
は
平

成
27
年
12
月
よ
り
4
年
間
、
小
美
玉

市
議
会
と
し
て
市
政
に
携
わ
っ
て
参

り
ま
し
た
が
、
本
年
11
月
末
を
持
ち

ま
し
て
、
任
期
満
了
を
向
か
え
退
任

い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
市
民
の
皆

様
方
に
は
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

多
大
な
る
ご
理
解
ご
協
力
を
い
た
だ

き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
間
、
私
が
議
長
と
し

て
職
務
を
全
う
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
も
、
同
僚
議
員
、

そ
し
て
島
田
市
長
を
は
じ
め
執
行
部

の
皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
の
賜
物
と
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

任
期
中
は
、
「
議
会
の
憲
法
」
と
称

さ
れ
る
、「
小
美
玉
市
議
会
基
本
条
例
」

の
基
本
理
念
で
あ
る
、
「
市
民
の
負
託

に
応
え
う
る
開
か
れ
た
議
論
に
基
づ

く
公
平
公
正
な
議
会
」
を
目
指
し
、

議
会
改
革
を
積
極
的
に
推
し
進
め
る

と
と
も
に
、
議
会
活
動
の
活
性
化
を

図
る
べ
く
全
議
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

　

市
政
に
お
い
て
は
、
小
美
玉
市
医

療
セ
ン
タ
ー
の
民
間
移
譲
、
小
美
玉

市
第
２
次
総
合
計
画
の
策
定
、
全
国

ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
、
羽

鳥
駅
橋
上
駅
舎
化
、
茨
城
空
港
ア
ク

セ
ス
道
路
の
一
部
供
用
開
始
な
ど
、

ハ
ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
島
田
市

長
が
掲
げ
る
「
住
ん
で
み
た
い
、
住

ん
で
良
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら
も
住
み

続
け
た
い
」
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
て
多
様
な
取
組
み
が

進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
議
会
と
し
て
も
、
地
域
医
療
対

策
、
百
里
基
地
・
茨
城
空
港
対
策
や

地
方
創
生
ま
ち
づ
く
り
等
、
議
会
と

し
て
政
策
課
題
を
洗
い
出
し
、
調
査

研
究
し
な
が
ら
執
行
部
に
対
し
４
項

目
の
政
策
提
言
を
行
う
な
ど
、
市
民

の
皆
様
が
夢
や
希
望
を
持
て
る
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
後
、
小
美
玉
市
を
取
り
巻
く
状

況
は
、
地
球
規
模
の
観
点
か
ら
経
済
・

環
境
問
題
等
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
お
り
、
国
内
経
済
・
地
域
社
会
の

活
力
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
人
口
減

少
時
代
に
お
け
る
効
果
的
か
つ
効
率

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
描
い
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

残
り
わ
ず
か
と
な
り
ま
し
た
在
任

期
間
の
中
で
、
議
会
そ
し
て
議
員

個
々
の
活
動
を
通
じ
て
、
引
き
続
き
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
伝
え
て
い
け

る
よ
う
そ
の
責
務
を
全
う
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

●

最
終
定
例
議
会
を
終
え
て

　
　
　
　
　

小
美
玉
市
議
会
議
長　

市
村 

文
男
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市財政の健全化判断比率状況

年度別
小美玉市

県平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

Ｈ３０ 7.3％ 22 位 6.8％
25%  

（18%）*H ２９ 7.4％ 21 位 6.8％
H ２８ 7.2％ 21 位 7.1％

　 順位は、県内 44 市町村の数値の低いほうからの順位。
　＊早期健全化基準が 18％に達した場合は、新たな
　　借金をする際に県の許可を要するなどの制限がある。

年度別
小美玉市

県平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

Ｈ３０ 62.4％ 33 位 37.1％
350%*H ２９ 64.1％ 30 位 37.0％

H ２８ 61.2％ 29 位 55.0％
   　 順位は、県内 44 市町村の数値の低いほうからの順位。
  ＊将来支払う可能性がある負債の一般会計に対する比率。

会　計　別 歳 入（万円） 歳 出（万円） 歳出の前年度比

一 般 会 計 254 億 1,284 245 億 5,300 8.6％↑

特

別

会

計

国民健
康保険

（事業勘定） 56 億 8,053 56 億 7,371 11.9％↓
（白河診療所） 1 億 3,282 1 億 1,918 3.9％↓

後期高齢者医療保険 5 億 1,813 5 億 1,494 5.2％↑
下 水 道 16 億 4,978 15 億 7,269 6.2％↑

農 業 集 落 排 水 　2 億 9,736 2 億 8,995 61.5％↓

戸 別 浄 化 槽 2,706 2,472 52.3％↓
霊 園 1,972 1,844 13.8％↑

介 護
保 険

（ 事 業 ） 39 億 2,621 38 億 8,599 5.8％↑

（サービス） 346 328 31.8％↓
　 合 計 376 億 6,791 366 億 5,590 2.8％↑

企
業
会
計

病 院
収益的収支 1 億 8,147 1 億 8,147
資本的収支 2,746 3,050

水 道
収益的収支 8 億 2,948 7 億 7,759
資本的収支 4 億 4,282 9 億 5,917

将来負担比率　62．4% 

実質公債費比率　７．3%
H30 年度 会計別の決算額（Ｈ 30 総務省速報）

　
９
月 

定
例
会 （
傍
聴
者
数
）

日
程

会 

議 

等 

の
主
な 

内 

容

傍
聴

８
月

28
日

全
員
協
議
会

本
会
議  （
開
会
、
議
案
上
程
）

－    
 

２
名      

９
月

４
日

本
会
議  （
一
般
質
問
）

11
名

５
日

本
会
議 

（
一
般
質
問
）　
　
　
　

百
里
基
地
・
茨
城
空
港
対
策

　
　
　
　
　
　
　

特
別
委
員
会

７
名

　

   　ー

６
日

本
会
議 

（
一
般
質
問
）　
　
　
　

広
報
特
別
委
員
会

20
名    

－

10
日

決
算
特
別
委
員
会

 

－

11
日

決
算
特
別
委
員
会

ー

12
日

総
務
常
任
委
員
会

地
方
創
生
ま
ち
づ
く
り 

特
別
委
員
会

－ー

13
日

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

－

17
日

産
業
建
設
常
任
委
員
会

－

19
日

議
会
活
性
化 

特
別
委
員
会

－

20
日

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議 （
委
員
長
審
査
報
告

  　
　
　

採
決
、
閉
会
）

－－３名  

　

　

去
る
７
月
14
日
、
小
美
玉
市
議
会
議
員
、

大
和
田
智
弘
氏
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
和
田
氏
は
、
平
成
４
年
に
旧
玉
里

村
議
会
議
員
に
初
当
選
さ
れ
、
祟
高
な

理
念
と
卓
越
し
た
識
見
を
持
っ
て
議
会

活
動
に
参
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

旧
玉
里
村
で
は
玉
里
村
議
会
議
長
を

は
じ
め
、
議
会
運
営
委
員
長
、
経
済
常

任
委
員
会
委
員
長
、
な
ど
、
村
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
を
図
る
べ

く
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
と
強
化
な

ど
、
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営

の
育
成
に
尽
力
さ
れ
、
農
業
行
政
の
幅

広
い
各
種
施
策
の
実
現
に
向
け
、
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
併
後
は
、
小
美
玉
市
議
会
議
員
と

し
て
、
議
会
運
営
委
員
長
、
総
務
常
任

委
員
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
、
こ
の
間
、

執
行
機
関
と
の
綿
密
な
連
携
を
保
ち
、

円
滑
な
議
会
運
営
を
図
る
こ
と
に
努
め

ら
れ
、
小
美
玉
市
の
振
興
と
発
展
に
、

無
類
無
数
の
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

　

生
前
の
ご
功
績
に
感
謝
申
し
上
げ
る

と
と
も
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

訃
　
　
報
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給料（基本給）…市税［市民の皆様から市へ直接納めていただいた税金］

給料（諸手当）…地方交付税、 各種交付金［国に納められた税金のうち市に配分されたお金］

パート収入………使用料、 手数料、 財産収入、 寄附金

　　　　　　　　　　［保育所や放課後児童クラブに通うとき、住民票等の証明をもらうとき、市の施設を利用す
　　　　　　　　　　るときなどに負担していただくお金や土地等の売却収入、寄附金など］

親からの援助……国庫支出金、 県支出金［国や県から使い道が決められてもらったお金］

ローン借入………市債

　　　　　　　　　　［銀行や国などから借りたお金で建設事業費に充てる合併特例債と地方交付税立替分の臨時
　　　　　　　　　　財政対策債がほとんどを占める］

預金引き出し……繰入金［基金（預金）を取り崩したお金］

去年余ったお金…繰越金［昨年度一年間の収入から支出を差し引いて残ったお金］

その他の収入……諸収入［毎月いただく学校給食代や市の総合検診を受けるときの代金、スポーツ教室、　
　　　　　　　　　　公民館事業の参加費のほか、上記にあてはまらない細々とした収入］

支出
食費・光熱費・通信費など…人件費、 物件費［議員や市長、副市長、教育長、職員などの給与、各委員会の
　　　　　　　　　　　　　 委員報酬や臨時職員の賃金、施設の警備や点検等の民間事業者への業務の委託料、
　　　　　　　　　　　　　  光熱水費、郵便料など］

医療・介護・教育費……扶助費 ・ 補助費等 ［児童、障がい者、高齢者向けサービスや生活保護が必要
　　　　　　　　　　　         な方等を援助するお金や地区敬老会や商工会、文化グループなど各種団体や市民　
　　　　　　　　　　             の方が行う事業に対する助成金、ごみ処理施設や斎場などの組合へ負担するお金］

家の修理・改築…………維持補修費 ・ 投資的経費［施設や道路の修繕、学校や道路、公園の整備
　　　　　　　　　　　　　　（建替えや新設、耐震補強など）］

子どもへの仕送り………繰出金、 貸付金、 出資金［下水道や国民健康保険、介護保険などの特別会計
　　　　　　　　　　　　　　へ出したお金や貸付事業のお金や公益団体などへの出資金］

ローン返済………………公債費［銀行や国から借り入れたお金の返済］

預金積み立て……………積立金［基金（預金）への積み立て］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【解説】わかりやすい財政白書より

くわしく解説

収入

　　　 

  平成 30 年度 小美玉市          　各会計決算を認定
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　　一般会計決算を家計簿に例えてみました！

わかりやすい決算

　平成 30 年度［平成 30 年 4 月 1 日から平成 31 年 3 月 31 日まで］

 給        料       265 万円              
    （基本給）   135 万円（↓ 1 万円）
    （諸手当）   130 万円（↑ 5 万円）
 パート収入  　     12 万円（↓ 1 万円）
 親からの援助     130 万円 （↑ 10 万円）

ローン借入     57 万円（↑ 15 万円）
預金引き出し      11 万円（↓ 3 万円）
去年余ったお金  23 万円（↑ 8 万円）
その他の収入   10 万円（↓ 1 万円）

食費・光熱費 ･ 通信費など  133 万円（↓ 4 万円）

医療 ･ 介護 ･ 教育費    137 万円（前年度同額）

家の修理 ･ 改築          118 万円（↑ 32 万円）

子どもへの仕送り     49 万円（↑ 6 万円）

ローン返済             44 万円（↑ 2 万円）

預金積み立て   　 10 万円（↑ 3 万円）

（　） 内は平成 29 年度 （前年度） との比較　
家計簿 1 万円＝市決算 5,000 万円

収入 支出

ローン残高　　535 万円（↑ 17 万円）　
［内訳］
・資産    319 万円（↑ 17 万円）
・消費　216 万円（  ー  万円）　
連帯保証等　　136 万円（↓ 2 万円）

（公営企業・三セク保証分、退職手当等の将来負担見込額）　

おみたま家の家計簿

　　　 

  平成 30 年度 小美玉市          　各会計決算を認定

 1 年間の支出合計 491 万円（↑ 39 万円）1 年間の収入合計  508 万円（↑ 32 万円）

収入と支出の差額　17 万円

預金残高　　　173 万円　（↓ 1万円）
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  令和元年９月定例会

令 和 元 年 第 ３ 回 定 例 会 審 議 結 果 等 一 覧（ 全 36 件 ）

■平成 30 年度決算（９件）

76号 平成30年度小美玉市一般会計歳入
歳出決算認定について

［歳入］254億1,283万９千円　　　　［歳出］245億5,299万７千円
               歳入歳出差引額８億5,984万２千円
                                    うち１億9,596万１千円（繰越明許費等繰越額）

決算 認定

77号 平成30年度小美玉市国民健康保険
特別会計歳入歳出決算認定について

【事業勘定】
［歳入］56億8,052万9千円
【診療施設勘定 白河診療所】
［歳入］１億3,282万3千円

［歳出］56億7,371万4千円

［歳出］１億1,917万4千円

決算 認定

78号
平成30年度小美玉市後期高齢者医
療保険特別会計歳入歳出決算認定に
ついて

［歳入］５億1,812万5千円                    ［歳出］５億1,493万5千円 決算 認定

79号 平成30年度小美玉市下水道事業特
別会計歳入歳出決算認定について ［歳入］16億4,977万6千円                   ［歳出］15億7,269万3千円 決算 認定

80号
平成30年度小美玉市農業集落排水
事業特別会計歳入歳出決算認定につ
いて

［歳入］２億9,736万円                          ［歳出］２億8,995万2千円 決算 認定

81号
平成30年度小美玉市戸別浄化槽事
業特別会計歳入歳出決算認定につい
て

［歳入］2,705万8千円                           ［歳出］2,472万2千円 決算 認定

82号 平成30年度小美玉市霊園事業特別
会計歳入歳出決算認定について ［歳入］1,972万4千円                           ［歳出］1,844万1千円 決算 認定

83号 平成30年度小美玉市介護保険特別
会計歳入歳出決算認定について

【事業勘定】
［歳入］39億2,621万4,235円              
【介護サービス事業勘定】
［歳入］346万3,216円

［歳出］38億8,599万2,587円

［歳出］328万4,033円

決算 認定

84号 平成30年度小美玉市水道事業会計
決算認定について

【収益的収入及び支出】
［収入］８億2,947万9千円 
【資本的収入及び支出】
［収入］４億4,281万8千円

［支出］７億7,758万5千円

［支出］９億5,916万5千円

決算 認定

72号 令和元年度小美玉市戸別浄化槽事業
特別会計補正予算（第１号） ［補正額］337万６千円　　                   ［補正後額］3,628万６千円 産業建設 可決

73号 令和元年度小美玉市霊園事業特別会計
補正予算（第１号） ［補正額］1,028万２千円 ［補正後額］3,523万円 総務 可決

74号 令和元年度小美玉市介護保険特別会計
補正予算（第１号）

【介護保険事業勘定】
［補正額］4,636万５千円　　                
【介護保険サービス事業勘定】
［補正額］17万８千円　　                     

［補正後額］38億5,379万６千円

［補正後額］663万２千円

文教福祉 可決

75号 令和元年度小美玉市水道事業会計補
正予算（第１号）

【収益的支出】
[補正額]12万１千円                                 

【資本的支出】
[補正額] １億7,530万円                          

［補正後額］８億２千240万７千円

［補正後額]12億5,371万円

産業建設 可決

【
反
対
】

議
案
第
60
号
・
小
美
玉
市
手
数
料
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

提
案
理
由
に
手
数
料
の
額
等
の

一
部
見
直
し
に
伴
い
、
関
係
規
定

に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う
た

め
と
あ
る
が
、
な
ぜ
変
更
の
見
直

し
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

か
、
ど
う
し
て
も
値
上
げ
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
市
民
に
対

し
説
明
す
る
十
分
な
理
由
が
理
解

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
反
対
】

議
案
第
61
号
・
使
用
料
等
の
消
費

税
相
当
額
の
加
算
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

消
費
税
増
税
を
市
民
に
そ
の
ま

ま
負
担
さ
せ
る
条
例
で
あ
っ
て
、

そ
も
そ
も
消
費
税
増
に
反
対
で
す

し
、
市
に
は
29
億
円
の
財
政
調
整

基
金
が
あ
り
ま
す
。
消
費
税
が
５

％
か
ら
８
％
に
な
っ
た
と
き
据
え

置
か
れ
た
よ
う
に
今
回
も
据
え
置

き
を
願
う
も
の
で
す
。

【
反
対
】

議
案
第
62
号
・
小
美
玉
市
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

議
案
第
60
号
手
数
料
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
伴
う
改
正

と
い
う
こ
と
だ
が
、
増
税
率
以
上

の
額
の
値
上
げ
が
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
値
上
げ

が
今
回
必
要
な
の
か
、
説
明
を
質

疑
で
お
尋
ね
し
ま
し
た
が
、
市
民

に
対
し
説
明
す
る
に
は
十
分
足
り

て
い
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

■
９
月
の
定
例
会
の
討
論

　　審議結果

番号 案件名 内容 付託
委員会

審議
結果
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令 和 元 年 第 ３ 回 定 例 会 審 議 結 果 等 一 覧（ 全 36 件 ）

番号 案件名 内容 付託
委員会

審議
結果

■令和元年度補正予算（9 件）

【賛否が分かれた議案等】

番号

案件名 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 19 20

付託
委員会

審議
結果議案に対する賛否

（賛成：○・反対：●・欠員：ー）

村
田  

春
樹

鈴
木  

俊
一

木
村  

喜
一

植
木  

弘
子

石
井  

　
旭 

幡
谷  

好
文

谷
仲  

和
雄

長
島  

幸
男

岩
本  

好
夫

福
島  

ヤ
ヨ
ヒ

藤
井  

敏
生

小
川  

賢
治

大
槻  

良
明

関
口  

輝
門

笹
目  

雄
一

欠
　
　  
員

戸
田  
見
成

荒
川  

一
秀

野
村  

武
勝

■条例（5 件）

59号 小美玉市情報公開条例の一部を改正
する条例について

情報公開制度の適正な運用を図ることに伴い、情報公開請求権者等の範囲を見
直し、所要の改正を行うもの 総務 可決

63号 小美玉市印鑑条例の一部を改正する
条例について

住民基本台帳法施行令の改正に伴い、主に旧氏での印鑑登録、印鑑登録証明書
への旧氏の併記を可能にするとともに、これまで印鑑登録証明書に記載してい
た男女の別の表記を削除するため、所要の改正を行うもの

総務 可決

64号 小美玉市環境基本条例の全部を改正
する条例について

環境基本条例の全般的な見直しに伴い、環境保全への対処のため「公害の防止」、
「生活環境の保全」、「地球温暖化の防止」等に関する規定を追加し、条例の全
部を改正するもの

総務 可決

65号 小美玉市医療センター地域医療存続
運営評価委員会条例の制定について

小美玉市医療センターの民間移譲に伴い、移譲先団体である医療法人財団古宿
会の運営に関する検討及び評価を行い、地域医療の存続並びに市民に必要な医
療に繋げるため、新たに制定するもの

文教福祉 可決

66号
小美玉市消防団員の定員、任免、給
与、服務等に関する条例の一部を改
正する条例について

成年後見制度の利用の促進に関する法律が施行されたことに伴い、消防団員の
欠格条項の見直し及び所要の改正を行うもの 総務 可決

67号 令和元年度小美玉市一般会計補正予
算（第２号） ［補正額］７億4,271万2千円　　 ［補正後額］243億8,087万円 各委員会 可決

68号 令和元年度小美玉市国民健康保険特別
会計補正予算（第１号）

【事業勘定】
［補正額］△532万５千円　　
【診療施設勘定 白河診療所】
［補正額］370万円　　

［補正後額］52億9,543万６千円

［補正後額］１億3,612万３千円

文教福祉 可決

69号 令和元年度小美玉市後期高齢者医療保
険特別会計補正予算（第１号） ［補正額］797万５千円　　 ［補正後額］５億3,818万６千円 文教福祉 可決

70号 令和元年度小美玉市下水道事業特別
会計補正予算（第１号） ［補正額］4,185万５千円　　 ［補正後額］17億3,838万円 産業建設 可決

71号 令和元年度小美玉市農業集落排水事
業特別会計補正予算（第１号） ［補正額］245万４千円　 ［補正後額］２億9,873万１千円 産業建設 可決

【全会一致の議案等】

審議結果

※
議
長
は
採
決
に
参
加
し
ま
せ
ん
。

60号 小美玉市手数料条例の一部を改正す
る条例について

手数料の額等の一部見直しに伴い、関係規定について所要の改正を行うもの
総務 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○

61号
使用料等の消費税等相当額の加算に
伴う関係条例の整備に関する条例の
制定について

使用料等について消費税法及び地方税法の改正により消費税及び地方消費税
の税率の引上げに伴い、消費税等相当額を加算し、各関係条例に規定する施
設使用料等の額を改定するもの 総務 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○

62号 小美玉市税条例の一部を改正する
条例について

小美玉市手数料条例の一部改正に伴い、小美玉市税条例に定めのある固定資
産課税台帳の閲覧手数料及び台帳記載事項証明書の交付手数料について、所
要の改正を行うもの 総務 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ー ○ ○ ○

■条例（3 件）
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　　審議結果

１号 人権擁護委員の推薦につき意見を
求めることについて 任期満了に伴い、竹内芳文氏を再推薦するもの ー 適任

２号 人権擁護委員の推薦につき意見を
求めることについて 任期満了に伴い、菊池広己氏を再推薦するもの ー 適任

■諮問（２件）

■請願（１件）

２号
教職員定数改善と義務教育費国庫
負担制度堅持のための政府予算に
係る意見書採択を求める請願

計画的な教職員定数改善により少人数学級を推すること、教育の機会均等と
水準の維持向上をはかるため、義務教育費国庫負担制度の堅持について国の
関係機関への意見書提出を求めるもの

文教福祉  採択

■その他（７件）

85号 工事請負契約の締結について 小美玉市小川文化センター耐震・改修工事の請負契約を締結するため、地方自
治法及び市条例の規定に基づき提案するもの 総務 可決

86号 工事請負契約の締結について 小美玉市立玉里学園義務教育学校校舎新築工事の請負契約を締結するにあた
り、地方自治法及び市条例の規定に基づき提案するもの ＿ 可決

87号 工事委託契約の変更契約の締結に
ついて

市道小10916号線の平成31年度道路整備事業において、道路の早期供用開始
を図るため、原契約２億4,540万円に変更額４億3,000万円を増額し、変更契
約額６億7,540万円として工事委託契約の変更を提案するもの

産業建設 可決

88号 動産の買入れ契約の締結について 公立幼稚園バス買入れの契約を締結するため、地方自治法及び市条例の規定に
基づき提案するもの 文教福祉 可決

89号 動産の買入れ契約の締結について 水槽付消防ポンプ自動車の買入れの契約を締結するため、地方自治法及び市条
例の規定に基づき、提案するもの 総務 可決

90号 財産の取得について 中野谷地内（建設資材等仮置場）用地として、中野谷地内の土地 7,211平方メー
トルを取得するにあたり、地方自治法及び市条例の規定に基づき提案するもの 産業建設 可決

91号 市道路線の認定について 竹原小学校の外周道路として整備される道路を市道美1648号線として認定す
るもの 産業建設 可決

▲ 総務常任委員会の様子　

総
　
　
務
（委員）
長　島
村　田
小　川
岩　本
植　木

◎
小
美
玉
市
手
数
料
条
例
の
一
部                

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ   

住
宅
用
家
屋
証
明
申
請
手
数
料
と

土
地
又
は
建
物
の
現
況
に
関
す
る
証

明
手
数
料
が
、
他
の
手
数
料
と
比
べ

２
０
０
円
か
ら
６
０
０
円
と
上
が
り

幅
が
大
き
い
理
由
は
。

　

 　
　
　

Ａ 
 

他
の
証
明
書
発
行
と
比
べ
て
手
間
が

か
か
る
。
ま
た
、
近
隣
市
町
村
と
比

べ
現
行
の
２
０
０
円
は
安
い
た
め
。

小美玉市議会には３つの常任委員会 （総務 ・文教福祉 ・産業建設） があります。
議員はいずれかの委員会に属し議案審査に当たります。 ９月定例会で議案審査を行いました。 委員会での
主な質疑応答の内容についてお知らせします。

常任委員会Ｑ＆Ａ

番号 案件名 内容 付託
委員会

審議
結果
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▲ 文教福祉常任委員会の様子

▲ 産業建設常任委員会の現地視察の様子
　

◎
敬
老
会
事
業　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

Ｑ  　
今
回
、
長
寿
祝
等
記
念
品
が
補

正
増
と
な
っ
て
い
る
が
、
対
象
者

の
把
握
方
法
は
？

Ａ  　
70
歳
以
上
の
方
は
、
住
民
基
本

台
帳
に
よ
り
対
象
者
の
把
握
を
し

て
い
る
。
金
婚
式
に
つ
い
て
は
、

申
請
に
よ
り
対
象
者
を
把
握
し
て

い
る
。

○   　

敬
老
会
記
念
品
の
配
付
の
時
期

を
各
区
の
行
事
に
合
わ
せ
た
対
応

に
つ
い
て
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

文
教
福
祉
（委員）
関　口
鈴　木
荒　川
戸　田
藤　井
谷　仲
石　井

◎
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ  　
対
象
者
と
現
在
の
申
請
件
数
は
。

Ａ  　
低
所
得
者
（
住
民
税
非
課
税
者
）

8
７
０
０
人
、
３
歳
未
満
児
の
子

育
て
世
帯
１
３
０
０
人
、
合
計
で

１
０
０
０
０
件
を
想
定
し
て
い

る
。
低
所
得
者
の
方
は
申
請
が
必

要
で
、
現
在
、
１
２
８
１
人
の
方

か
ら
申
請
が
出
さ
れ
て
い
る
。
子

育
て
世
帯
の
方
に
つ
い
て
は
申
請

が
必
要
な
く
、
今
後
引
換
券
の
発

送
を
予
定
し
て
い
る
。

　     産
業
建
設
（委員）
幡　谷
木　村
野　村
笹　目
大　槻
福　島

※
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

　

消
費
税
・
地
方
消
費
税
率
の

10
％
へ
の
引
上
げ
が
低
所
得

者
・
子
育
て
世
帯
の
消
費
に
与

え
る
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
消
費
を
喚

起
す
る
こ
と
を
目
的
に
国
補
助

１
０
０
％
で
、
市
町
村
が
商
品

券
を
発
券
す
る
事
業
。
1
人

あ
た
り
4
０
０
０
円
で
1
冊

５
０
０
０
円
分
の
商
品
券
を
５

冊
ま
で
購
入
で
き
る
。

◎
市
庁
舎
維
持
管
理
経
費

Ｑ  　
本
庁
舎
お
よ
び
小
川
・
玉
里
の
各

総
合
支
所
「
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
整
備
」

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

Ａ  　
本
庁
１
階
の
窓
口
部
分
を
ロ
ー
カ

ウ
ン
タ
ー
に
す
る
。
ま
た
、
各
総
合

支
所
１
階
に
お
い
て
も
、
現
在
あ
る

ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
を
ロ
ー
カ
ウ
ン
タ

ー
に
整
備
し
て
い
く
。
但
し
、
一
部

ハ
イ
カ
ウ
ン
タ
ー
も
残
す
予
定
。

◎
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入
金

Ｑ  　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
繰
入
金
の
補

正
理
由
は
。

Ａ  　
移
住
促
進
住
宅
取
得
補
助
金
の
申

込
み
者
数
が
増
え
た
た
め
当
初
の
予

算
額
に
対
し
て
不
足
額
を
今
回
補
正

す
る
こ
と
に
伴
い
、
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
繰
入
金
を
財
源
と
す
る
た
め
。

◎
道
路
橋
梁
維
持
管
理　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ　

 

工
事
請
負
費
を
減
額
補
正
す
る

理
由
は
。

Ａ      

橋
梁
に
つ
い
て
は
当
初
の
予
定

通
り
１
橋
梁
の
改
修
工
事
を
実
施

す
る
。
道
路
に
つ
い
て
は
、
４
路

線
を
国
庫
補
助
で
の
大
規
模
改
修

を
予
定
し
て
い
た
が
、
２
路
線
の

採
択
と
な
っ
た
た
め
減
額
し
、
一

般
財
源
で
必
要
最
低
限
の
補
修
を

実
施
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
。

委員会 QA
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市
政
全
般
・
市
民
生
活
・
消
防

◎
精
神
保
健
事
業

　
　

 

こ
こ
ろ
の
体
温
計

Ｑ  　
こ
こ
ろ
の
体
温
計
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
、
利
用
方
法
は
？

Ａ　

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
や
年
間
予
定
表

等
か
ら
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
が

で
き
る
も
の
で
、　

本
人
モ
ー
ド
・

家
族
モ
ー
ド
・
赤
ち
ゃ
ん
マ
マ
モ

ー
ド
・
ス
ト
レ
ス
対
処
タ
イ
プ
テ

ス
ト
・
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
モ

ー
ド
な
ど
、
簡
単
に
携
帯
か
ら
チ

ェ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

◎
女
性
活
躍
推
進
事
業

Ｑ  
女
性
活
躍
促
進
事
業
の
内
容
は
。

Ａ 　

１
つ
は
、
市
内
に
住
ん
で
い
る

女
性
で
会
社
等
の
起
業
を
考
え
て

い
る
方
々
を
対
象
に
「
女
性
起
業
・

創
業
セ
ミ
ナ
ー
」
を
年
１
回
開
催

し
た
。

　
　

 　

も
う
１
つ
は
、
市
内
企
業
で
働

く
女
性
の
方
々
を
対
象
に
、
職
場

に
お
い
て
さ
ら
に
輝
く
た
め
、
働

く
こ
と
の
意
識
の
醸
成
を
目
的
に

「
女
性
人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
に
つ

い
て
も
年
に
１
回
開
催
し
た
。

◎
市
有
地
占
用
料
に
つ
い
て

Ｑ　

使
用
料
及
び
手
数
料
の
、
市
有

地
占
用
料
１
８
１
万
８
５
４
４
円

は
、
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
の
収
入

な
の
か
。

Ａ　

市
有
地
占
用
料
は
、
本
庁
な
ど
に

あ
る
Ａ
Ｔ
Ｍ
や
携
帯
電
話
等
の
無
線

基
地
局
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

決算特別委員会Ｑ＆Ａ

９月 10 日、 11 日の 2 日間、 議長と監査委員を除く 17 名の委員で構成する決算特別委員会 （笹目雄一
委員長、 長島幸男副委員長） を設置し、 30 年度における一般会計および、 各特別会計、 企業会計の 9
件の審査を行いました。 委員会での主な質疑応答の内容についてお知らせします。

教
育
・
福
祉
・
医
療

◎
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
用
事
業

Ｑ  　
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
さ
れ

て
い
る
内
容
は
。

Ａ   

主
な
も
の
と
し
ま
し
て
、
学
習
支

援
、
部
活
動
、
環
境
整
備
、
図
書
館

整
備
な
ど
に
２
０
４
名
の
登
録
が
あ

り
計
３
０
８
回
の
活
動
支
援
を
い
た

だ
い
た
。

◎
子
育
て
応
援
事
業

　
　
　

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク

Ｑ   

市
内
企
業
駐
車
場
マ
タ
ニ
テ
ィ

              

マ
ー
ク
の
設
置
状
況
は
。

Ａ　

マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
設
置
は
費

用
負
担
が
多
く
補
助
額
で
は
補
え
な

い
た
め
、
容
易
に
設
置
で
き
る
マ
タ

ニ
テ
ィ
コ
ー
ン
を
推
奨
し
て
い
く
。

現
在
、
市
と
し
て
は
公
共
施
設
等
へ

順
次
設
置
し
て
い
る
。

▲決算特別委員会の様子 (総務常任委員会所管 )

　　委員会 QA
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◎
精
神
保
健
事
業

　
　

 

こ
こ
ろ
の
体
温
計

Ｑ  　
こ
こ
ろ
の
体
温
計
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
、
利
用
方
法
は
？

Ａ　

ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
や
年
間
予
定
表

等
か
ら
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
を
読

み
取
り
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
が

で
き
る
も
の
で
、　

本
人
モ
ー
ド
・

家
族
モ
ー
ド
・
赤
ち
ゃ
ん
マ
マ
モ

ー
ド
・
ス
ト
レ
ス
対
処
タ
イ
プ
テ

ス
ト
・
ア
ル
コ
ー
ル
チ
ェ
ッ
ク
モ

ー
ド
な
ど
、
簡
単
に
携
帯
か
ら
チ

ェ
ッ
ク
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

都
市
建
設
・
産
業
経
済

◎
た
め
池
整
備　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

Ｑ  　
市
内
た
め
池
の
数
と
整
備
方
針
は
。

Ａ  　
現
在
市
内
に
は
約
１
２
０
箇
所

の
た
め
池
が
あ
り
、
農
政
課
で
は

危
険
箇
所
の
修
繕
、
農
業
用
水
供

給
機
能
の
維
持
復
旧
に
努
め
て
い

る
。

○ 
  

子
ど
も
た
ち
に
危
険
が
無
い
よ

う
に
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
て

ほ
し
い
。

◎
防
草
コ
ン
ク
リ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ　
　

道
路
施
工
の
際
、
除
草
費
用
削

減
の
た
め
に
防
草
コ
ン
ク
リ
ー
ト

工
法
を
導
入
し
て
は
。

Ａ  　
防
草
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
除
草

費
用
軽
減
効
果
が
あ
る
が
、
破
損

し
や
す
い
と
い
う
欠
点
も
聞
い
て

い
る
た
め
、
今
後
の
検
討
課
題
と

す
る
。

◎
農
業
経
営
支
援　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

Ｑ     

市
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
経

営
者
へ
の
支
援
施
策
は
。

Ａ      

新
規
就
農
者
へ
の
定
着
支
援
、

認
定
農
業
者
や
後
継
者
等
の
組
織

へ
育
成
支
援
、
経
営
体
へ
の
農
業

機
械
や
施
設
整
備
に
対
す
る
支
援

等
を
通
し
て
農
業
経
営
の
効
率
化

や
経
営
規
模
の
拡
大
、
経
営
体
育

成
に
努
め
て
い
る
。

○     

新
品
種
へ
の
挑
戦
や
、
独
自
の

研
究
を
行
っ
て
い
る
経
営
体
へ
の

支
援
施
策
も
お
願
い
し
た
い
。

▲決算特別委員会の様子 (文教福祉常任委員会所管 )

▲決算特別委員会の様子 (産業建設常任委員会所管 )

委員会 QA
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▲８月５日・美野里公民館　大会議室

◎
区
加
入
者
問
題
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ  

区
長
会
、
行
政
、
議
会
が
、
三
者
三
様
で

バ
ラ
バ
ラ
で
動
く
の
で
は
な
く
、
三
者
が

協
力
、
情
報
共
有
し
て
問
題
解
決
に
当
た

れ
な
い
か
？

Ａ  

行
政
区
へ
の
加
入
に
対
し
ま
し
て
は
年
々

低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
行
政

に
お
い
て
は
転
入
手
続
き
の
際
、
転
入
者
へ

行
政
区
の
加
入
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
同
意

を
得
た
う
え
で
、
対
象
と
な
る
各
区
長
へ
情

報
提
供
す
る
な
ど
加
入
促
進
に
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

         

区
長
会
に
お
き
ま
し
て
は
先
進
地
を
研
修
し

加
入
促
進
の
方
法
、
行
政
区
の
あ
り
方
な
ど
を

研
修
し
、
問
題
を
解
決
す
る
た
め
役
員
会
で
の

協
議
、
さ
ら
に
は
区
長
会
意
見
交
換
会
等
に
よ

り
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
に
お
き

ま
し
て
は
、
市
自
治
基
本
条
例
の
基
本
原
則
に

基
づ
き
区
長
会
・
議
会
・
行
政
の
三
者
が
そ
れ

ぞ
れ
の
情
報
を
共
有
し
、
協
力
し
て
問
題
解
決

に
向
け
た
協
議
を
し
て
い
き
ま
す
。

美
野
里
会
場
Ｑ
＆
Ａ
〖
参
加
者 

11
名
〗 

第
5
回
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
美
玉
市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
８
月
５
日
か
ら
８
月
７
日
の
3
日
間
、
3
会
場
に
お
い
て
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

報
告
会
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

◎
２
０
２
５
年
問
題
に
つ
い
て　
　

　
　
　
　
　
　

Ｑ　

  

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
で
の
支
援

活
動
を
行
う
人
が
減
っ
て
い
く
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
援
活
動
の
音
頭
を
と
っ

て
ほ
し
い
。

Ａ  　
 

２
０
２
５
年
問
題
を
見
据
え
、
介
護
の

担
い
手
が
少
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
介
護

予
防
の
推
進
と
と
も
に
、
高
齢
者
の
皆
様

の
健
康
寿
命
の
延
伸
は
、
大
変
重
要
な
こ

と
で
す
。

　
　
　

 

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
健
康
寿
命

の
延
伸
に
向
け
、
執
行
部
及
び
関
係
団
体

な
ど
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

◎
羽
鳥
駅
橋
上
化
に
つ
い
て

Ｑ　

  

西
口
の
階
段
が
、
非
常
に
長
く
て
歩
き

づ
ら
い
。
地
元
か
ら
も
、
早
急
に
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
を
使
え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と

い
う
要
望
が
あ
る
。

Ａ　

  

市
当
局
か
ら
は
「
早
期
使
用
開
始
が
で
き

る
よ
う
J
Ｒ
と
連
携
し
て
駅
橋
上
化
工
事

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
の
回
答
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
議
会
と
し
て
も
、
関
連

議
案
の
審
査
な
ど
迅
速
な
対
応
を
す
る
と

と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
利
便
性
向
上
の

た
め
、
早
期
供
用
開
始
が
出
来
る
よ
う
要

望
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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報告会

▲８月６日・生涯学習センターコスモス　集会室

玉
里
会
場
Ｑ
＆
Ａ
〖
参
加
者 

15
名
〗 

◎
空
き
家
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ  
特
定
空
き
家
に
対
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て
、
区
長
会
で
も
希
望
す
る
声
が
上
が
っ

て
い
る
。

Ａ  

既
に
、
空
き
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る

特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

特
定
空
き
家
等
の
措
置
は
法
律
に
基
づ
き

実
施
し
て
お
り
ま
す
。
特
定
空
き
家
等
に

関
す
る
条
例
を
制
定
す
る
場
合
は
法
律
を

補
完
す
る
も
の
が
一
般
的
で
す
の
で
、
条

例
制
定
の
必
要
性
を
含
め
て
議
会
で
も
、

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
通
学
路
問
題
に
つ
い
て

Ｑ   

玉
里
地
域
の
小
中
一
貫
校
を
目
指
し
て
い

る
と
の
事
だ
が
、
通
学
路
の
歩
道
の
未
整

備
や
、
側
溝
に
蓋
が
無
い
な
ど
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
が
さ
れ
て
い
な
い
。

Ａ  

児
童
の
安
全
を
最
優
先
と
し
た
上
で
一
定

の
基
準
を
設
け
、
現
在
、
開
校
準
備
委
員

会
に
お
い
て
検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
安
全
対
策
は
一
番
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
歩
道
の
未
整
備
区
間
や

蓋
設
置
な
ど
現
場
の
状
況
に
併
せ
て
可
能

な
対
策
を
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
高
崎
地
区
の
歩
道
整
備
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ 
    

高
崎
地
区
の
歩
道
が
途
中
ま
で
し
か
出
来

て
い
な
い
。
そ
の
先
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。。

Ａ  

高
崎
地
区
の
歩
道
に
つ
い
て
は
、
茨
城
県

の
整
備
区
間
と
な
り
ま
す
。
市
当
局
で
は

茨
城
県
に
対
し
て
整
備
要
望
を
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
議
会
と
し
て
も
市
民
の

皆
様
が
安
心
安
全
に
通
行
で
き
る
よ
う
継

続
し
て
整
備
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ

　
　
　
　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ  

い
つ
ま
で
に
、何
を
も
っ
て
成
果
と
す
る
の
か
。

次
期
の
総
合
戦
略
の
基
本
的
な
考
え
は
何
か
。

Ａ  

市
の
総
合
戦
略
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
）
で
は
、
２
０
４
０
年
に
４
６
０
０
０

人
の
人
口
を
維
持
で
き
た
か
ど
う
か
を
成
果
目
標

に
し
て
お
り
ま
す
。

  　

ま
た
、
こ
の
総
合
戦
略
は
社
会
の
変
化
や
事
業

チ
ェ
ッ
ク
を
元
に
、
５
年
ご
と
に
改
定
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
次
期
総
合
戦
略
に
つ
い
て
、
市

当
局
か
ら
は
「
国
が
６
月
に
閣
議
決
定
し
た
基
本

方
針
に
示
さ
れ
た
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
」
や
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
」
な
ど
新
た
な
時
代
の
流
れ
に
対
応
し
な

が
ら
、
若
者
の
定
住
促
進
、
雇
用
対
策
、
し
ご
と

の
創
出
、
結
婚
支
援
な
ど
の
人
口
減
少
対
策
に
重

点
を
置
い
て
、
実
現
性
と
実
効
性
の
あ
る
戦
略
に

し
て
ま
い
り
ま
す
」
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

  　

市
議
会
と
し
て
も
、
先
進
地
の
調
査
研
究
、
事
業

効
果
の
検
証
、
市
民
の
皆
様
か
ら
の
ご
提
案
な
ど

を
も
と
に
、
魅
力
あ
る
小
美
玉
市
実
現
の
た
め
に

提
言
な
ど
を
通
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

※Ｓｏｃｉｅｔｙ 5.0 とは…狩猟社会 (Society1.0)、農
耕社会 (Society2.0)、工業社会 (Society3.0)、情
報社会 (Society4.0) に続く、新たな社会を目指
すもので、第５期科学技術基本計画において我
が国が目指すべき未来の姿として提唱された。
※ＳＤＧｓ （エスディージーズ） とは…Sustainable
　Development　Goals（持続可能な開発目標）
の略称。世界が抱える問題を解決し、持続可能
な社会をつくるために世界が合意した 1 ７の目
標と１６９のターゲット。２０３０年までの国
際目標として地球上の誰一人として取り残さな
いことを誓い、世界各国で取り組まれている。
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▲８月７日・小川文化センター

　　　　　　　アピオス　小ホール

小
川
会
場
Ｑ
＆
Ａ
〖
参
加
者 

16
名
〗 

 

◎
公
共
施
設
の
維
持
管
理
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ    

箱
物
の
管
理
費
が
か
か
る
が
、
こ
れ
で
良

い
の
か
。

Ａ  

公
共
施
設
に
つ
い
て
は
、
施
設
の
現
状
と

課
題
を
整
理
し
、
施
設
毎
に
存
続
、
縮
減
、

統
廃
合
な
ど
の
施
設
配
置
の
最
適
化
や
、

施
設
の
建
替
え
、
長
寿
命
化
、
修
繕
の
優

先
順
位
等
を
勘
案
し
た
『
公
共
施
設
個
別

施
設
計
画
』
の
策
定
に
本
年
度
よ
り
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
今
後
、
議
会
と
し
て

も
調
査
、
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
公
共
ホ
ー
ル
に
つ
い
て

Ｑ    

各
文
化
セ
ン
タ
ー
の
目
的
を
し
っ
か
り
持

っ
て
、
検
討
し
て
欲
し
い
。

Ａ  

「
小
美
玉
市
ま
る
ご
と
文
化
ホ
ー
ル
計
画
」

等
に
お
い
て
、
各
ホ
ー
ル
の
個
性
・
独
自

性
を
活
か
し
つ
つ
連
携
し
た
形
で
の
事
業

展
開
を
目
指
し
、
今
後
ビ
ジ
ョ
ン
を
よ
り

明
確
に
で
き
る
よ
う
事
業
計
画
を
立
て
て

い
く
と
の
こ
と
で
す
。
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
も
よ
り
良
い
文
化
ホ
ー
ル
の
運
営
方

法
な
ど
を
調
査
研
究
し
、
執
行
部
へ
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ        

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
て
頂
き
た
い
。

Ａ  

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
議
会
で
も
政
策
提

言
や
先
進
地
視
察
を
行
う
な
ど
最
重
要
課
題
と

し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
市
当
局
に
お
い

て
も
「
企
業
を
誘
致
す
る
こ
と
は
、
雇
用
機
会

の
確
保
や
市
税
の
増
収
な
ど
の
効
果
が
期
待
で

き
る
と
と
も
に
、
経
済
活
動
や
地
域
の
活
性
化

が
図
ら
れ
る
な
ど
、重
要
な
施
策
と
位
置
付
け
、

誘
致
等
に
関
す
る
優
遇
制
度
の
拡
充
な
ど
を
図

り
な
が
ら
、
新
規
企
業
の
獲
得
と
併
せ
て
既
存

企
業
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
に
努
め
て
い
ま
す
」

と
の
こ
と
で
す
の
で
、
今
後
も
市
議
会
と
市
執

行
部
が
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

◎
行
政
視
察
研
修
に
つ
い
て

Ｑ  

視
察
研
修
は
、
少
人
数
で
実
施
の
う
え
、

研
修
内
容
を
議
員
間
で
共
有
し
て
は
ど
う

か
。

Ａ  

行
政
視
察
研
修
に
つ
い
て
は
、
所
管
す
る

課
題
に
つ
い
て
先
進
事
例
の
知
識
を
深
め

る
た
め
、
各
委
員
会
ご
と
に
実
施
し
て
お

り
、
報
告
書
等
に
よ
っ
て
視
察
成
果
の
共

有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

◎
市
重
要
課
題
に
つ
い
て

Ｑ  

市
の
抱
え
る
短
期
・
中
期
的
な
様
々
な
課

題
に
対
し
、
市
議
会
全
体
と
し
て
一
丸
と

な
っ
て
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

Ａ  

市
の
抱
え
る
重
要
課
題
に
つ
い
て
は
、
必
要

に
応
じ
て
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
問
題
解
決

に
向
け
て
の
調
査
、
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。             

　

現
在
は
、
百
里
基
地
・
茨
城
空
港
対
策
と
、

地
方
創
生
事
業
内
容
の
効
果
検
証
及
び
、
議

会
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
、
特
別
委
員
会
を

設
置
し
て
調
査
、研
究
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

報告会
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【質問者 13 名】
　 質問順

P15　長島　幸男　 議員    P19   岩本　好夫     議員

P16 鈴木　俊一     議員            小川　賢治     議員

植木　弘子　 議員    P20   石井　  旭　   議員

P17   荒川　一秀 　 議員            幡谷　好文  　議員　  
   
        谷仲　和雄    議員    P21   戸田　見成　  議員

P18   村田　春樹    議員            福島　ヤヨヒ    議員
 
        木村　 喜一   議員

一般質問します！

市
政
を
質た
だ

す
！

皆さんの生活にかかわる大切な内容について、市議会議員が市に対して行う質問です。

Ａ 

危
機
管
理
監 

運
転
免
許

証
を
所
有
し
て
い
な
い
方

も
含
め
て
、
タ
ク
シ
ー
を

利
用
す
る
際
、
初
乗
り
相

当
分
の
助
成
券
の
発
行
や

公
共
交
通
市
内
循
環
バ
ス

の
運
行
（
50
％
割
引
）、
買

い
物
ツ
ア
ー
事
業
な
ど
高

齢
者
等
外
出
支
援
事
業
と

し
て
様
々
な
制
度
が
あ
る
。

　

年
々
、
高
齢
者
の
事
故

が
増
え
て
い
る
現
状
を
考

え
る
と
高
齢
者
に
対
す
る

交
通
安
全
教
室
の
開
催
や
、

「
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

制
度
」
の
周
知
に
広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
高
齢
者

が
集
ま
る
機
会
に
啓
発
し
、

返
納
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
小
、
中
学
校
の
熱
中
症

対
策
に
つ
い
て

・
学
校
体
育
館
で
の
熱
中

症
対
策
に
つ
い
て

・
小
、
中
学
校
の
冷
暖
房
の

設
置
状
況
に
つ
い
て
伺
う

・
熱
中
症
対
策
は
ど
の
よ
う

に
講
じ
ら
れ
て
い
る
か

○
学
校
図
書
館
の
本
に
つ
い
て

・
保
管
方
法
、
廃
棄
方
法
は

長島　幸男
Ｑ 

本
市
に
お
け
る
自
主
返

納
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ 

危
機
管
理
監 

平
成
30
年

末
の
、
小
美
玉
市
在
住
の

運
転
免
許
証
所
有
者
は
、

３
６
１
９
２
人
、
そ
の
う

ち
65
歳
以
上
の
所
有
者
は
、

９
４
１
３
人
で
、
26
％
と

な
っ
て
お
り
、
そ
の
割
合

は
年
々
増
加
の
傾
向
に
あ

る
。
過
去
３
年
の
自
主
返

納
の
状
況
は
平
成
28
年
59

人
、
平
成
29
年
95
人
、
平

成
30
年
１
０
７
人
と
少
し

ず
つ
で
は
あ
る
が
、
自
主

返
納
の
流
れ
が
浸
透
し
て

い
る
。
返
納
の
理
由
は
、

病
気
や
高
齢
に
よ
り
身
体

能
力
の
低
下
、
そ
し
て
運

転
技
能
の
低
下
な
ど
や
、

家
族
か
ら
の
助
言
な
ど
に

よ
る
も
の
。
事
故
の
内
容

は
、
主
に
車
同
士
の
事
故

が
９
割
を
占
め
て
い
る
。

原
因
は
、
前
方
不
注
意
に

よ
る
も
の
、
安
全
を
確
認

せ
ず
に
運
転
を
す
る
安
全

運
転
義
務
違
反
に
よ
る
事

故
が
原
因
の
約
７
割
を
占

め
て
い
る
状
況
。

Ｑ 

自
主
返
納
に
対
す
る
優

遇
制
度
に
つ
い
て
伺
う
。

高齢者が返納しやすい環境づくりに取り組んでいく

高齢運転者の免許証自主返納について

一般質問  



16
  令和元年９月定例会

事
例
で
は
、
幅
広
い
分
野
で
Ｅ

Ｍ
菌
の
効
果
が
あ
ら
わ
れ
て

い
る
。
し
尿
処
理
や
ご
み
処

理
施
設
で
の
活
用
を
は
じ
め
、

農
畜
産
業
に
お
い
て
も
Ｅ
Ｍ

菌
で
悪
臭
が
軽
減
し
た
と
の

事
例
が
あ
る
。
Ｅ
Ｍ
菌
の
活
用

は
、
他
の
対
策
に
比
べ
、
安
価

で
あ
り
、
取
り
組
み
や
す
い
対

策
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ 

市
内
経
済
活
性
化
策
は
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長 

紙
に
よ
る

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
よ

り
地
域
通
貨
事
業
を
行
っ

て
い
る
が
、
電
子
化
に
向

け
た
動
き
は
な
い
。

Ｑ 
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
延
伸
は
。

Ａ 
市
長
公
室
長 

茨
城
空
港
の

利
用
促
進
、
小
美
玉
市
の
発
展

に
必
要
で
あ
る
。
10
年
、
20
年

先
の
発
展
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ

く
り
で
あ
り
、
関
係
者
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ 

市
の
職
員
に
人
口
減
少
を
食

い
止
め
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
。

Ａ 

総
務
部
長 

市
長
よ
り
市
外

に
住
む
職
員
に
は
外
か
ら
見

た
小
美
玉
市
を
、
市
内
に
住
む

職
員
に
は
内
か
ら
み
た
小
美

玉
市
を
、
色
々
知
恵
を
出
し
て

ほ
し
い
旨
の
指
示
が
あ
っ
た
。

Ｑ 

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
方
策

が
企
業
誘
致
に
あ
る
と
考
え
る
が
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長 

企
業
の
進

出
に
当
た
り
、
事
前
協
議
で

指
導
助
言
を
行
い
、
市
民
生

活
の
環
境
を
保
全
し
地
域
住

民
と
の
良
好
な
関
係
の
構
築

に
努
め
て
い
る
。
既
存
の
企

業
に
対
し
、
個
別
訪
問
に
よ
る

情
報
提
供
に
あ
わ
せ
た
方
針
等

の
聞
き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。

Ｑ 

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

方
策
の
も
う
一
つ
が
教
育
で
あ

る
と
考
え
る
が
。

Ａ 

教
育
長 

結
婚
、
出
産
、

子
育
て
な
ど
未
来
の
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
を
考
え
、
進
路
、
仕

事
の
選
択
の
必
要
性
を
理
解

し
、
夢
や
希
望
を
叶
え
る
一

助
と
し
て
、
中
学
生
を
対
象

に
、
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
。
思

春
期
の
子
供
た
ち
に
、
生
命

の
大
切
さ
や
人
を
思
い
や
る

心
を
育
み
、
母
性
、
父
性
を

育
む
こ
と
を
目
的
に
、
赤

ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習

を
実
施
し
て
い
る
。

Ｑ 

次
世
代
に
つ
な
ぐ
環
境
づ
く
り
は
。

Ａ 

市
民
生
活
部
長 

全
国
的
な

鈴木　俊一

事務の効率化に関する研修を優先する

スーパー公務員からまちづくりの研修を

Ｑ 

適
切
な
関
係
機
関
や
支

援
に
つ
な
げ
や
す
く
、
利
用

者
の
負
担
の
軽
減
に
つ
な

が
る
窓
口
を
一
本
化
し
た

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
を
求
め
る
。

Ａ 

保
健
衛
生
部
長 

こ

れ
ま
で
3
か
所
の
保
健

セ
ン
タ
ー
で
各
々
把
握

し
て
い
た
情
報
が
セ
ン

タ
ー
で
集
約
さ
れ
、
一
元

化
さ
れ
る
こ
と
で
市
民

お
よ
び
関
係
各
課
に
お

い
て
も
連
絡
調
整
が
ス

ム
ー
ズ
に
な
り
、
必
要
な

方
に
必
要
な
支
援
が
切

れ
る
こ
と
な
く
、
継
続
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
が
機
能

す
る
こ
と
で
、
支
援
の
充

実
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
目
指
し
、
令

和
2
年
４
月
の
設
置
に

向
け
て
体
制
を
整
備
し

て
い
く
。

Ｑ 

職
員
の
防
災
訓
練
の
考

え
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
。

Ａ 

危
機
管
理
監 

平
成
30

年
度
に
お
い
て
は
防
災
行

政
無
線
を
使
っ
た
情
報

伝
達
訓
練
に
36
名
、
避
難

所
の
運
営
を
図
上
で
行
う

子育て世代包括支援センターの設置を求める

令和 2 年４月の設置に向け、体制を整備していく
植木　弘子

Ｈハ

グ
Ｕ
Ｇ
訓
練
に
48
名
の
職

員
を
動
員
し
、
訓
練
を
実

施
し
た
。
ま
た
、
市
が
管

理
す
る
備
蓄
倉
庫
や
水
門

等
の
情
報
を
市
役
所
内

で
共
有
を
図
る
た
め
、
災

害
へ
の
対
応
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

Ｑ 

本
市
独
自
の
わ
か
り
や

す
く
、
読
み
や
く
、
身
近

に
置
い
て
日
常
生
活
の
中

で
防
災
意
識
を
促
す
「
防

災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
の
作

成
を
求
め
る
。

Ａ 

危
機
管
理
監 

自
治
体

で
作
成
し
て
い
る
防
災
に

関
す
る
冊
子
は
様
々
な
物

が
あ
り
、女
性
向
け
の
「
防

災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作

成
し
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
先
進
事
例
を
参
考
に
、

今
後
、
作
成
に
向
け
準
備

作
業
に
着
手
し
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○ 

産
前
産
後
ケ
ア
事
業
の

考
え
方
と
取
り
組
み
に
つ

い
て

○ 

今
年
度
の
防
災
訓
練
の

計
画
に
つ
い
て

　　一般質問
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は
あ
る
の
か
な
ど
2
点
に
つ

い
て
議
論
を
進
め
て
い
る
。

本
格
運
行
へ
の
移
行
に
つ
い
て

は
、
地
域
循
環
バ
ス
が
9
月
1
日

よ
り
ル
ー
ト
変
更
を
行
っ
た

の
で
、
利
用
動
向
を
検
証
し

た
う
え
で
、
本
年
度
中
に
方

向
性
を
地
域
公
共
交
通
会
議

で
示
す
方
針
。
併
せ
て
廃
止

と
な
っ
た
場
合
の
代
替
施
策

に
つ
い
て
も
検
討
す
る
予
定
。

小
美
玉
市
地
域
公
共
交
通
実

証
運
行
計
画
の
目
的
は
、
地

域
の
需
要
に
応
じ
た
公
共
交

通
不
便
地
域
の
改
善
及
び
交

通
弱
者
の
生
活
の
基
盤
と
な

る
こ
と
で
あ
り
、
本
市
に
お

け
る
地
域
公
共
交
通
の
目
指

す
べ
き
と
こ
ろ
は
変
化
し
て

い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

谷仲　和雄
Ｑ 

小
美
玉
市
地
域
公
共
交

通
に
つ
い
て
、
地
域
公
共

交
通
会
議
で
の
論
点
と
地

域
公
共
交
通
の
目
指
す
べ

き
と
こ
ろ
を
問
う
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長 

平
成
25
年

10
月
か
ら
市
内
循
環
バ
ス
、

並
び
に
平
成
27
年
6
月
か
ら

地
域
循
環
バ
ス
の
実
証
運
行

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

三
度
の
期
間
延
長
を
行
い
、

運
行
ル
ー
ト
及
び
時
刻
の
変

更
な
ど
利
用
者
の
利
便
性
向

上
を
図
り
な
が
ら
利
用
動
向

を
検
証
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
、
地
域
公
共
交
通
会
議
で

の
論
点
と
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
検
証
結
果
等
を
踏
ま
え
、

本
格
運
行
へ
移
行
出
来
る
の

か
、
又
、
廃
止
し
た
場
合
の

代
替
措
置
と
し
て
、
特
に
高

齢
者
に
対
す
る
代
替
施
策
等

地域の需要に応じた交通弱者の生活基盤の確保

小美玉市地域公共交通の目指すべきところは

Ｑ 

遠
州
池
全
体
の
整
備
に
つ
い
て

①
所
有
権
及
び
管
理
者
に
つ
い
て

②
水
利
権
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
③
地
震
に
対
す
る
防
備
、
護
岸

は
？
④
景
観
に
つ
い
て
⑤
今
後
の

計
画
は
？

A 

産
業
経
済
部
長 

市
が
所
有
し

管
理
し
て
い
る
が
、
周
辺
の
草

刈
や
樹
木
の
管
理
は
羽
刈
区

の
皆
さ
ん
、
農
業
水
利
施
設
の

管
理
は
石
岡
台
地
土
地
改
良

区
や
地
元
維
持
管
理
組
合
が

行
っ
て
い
る
。
た
め
池
が
持
つ

農
業
用
水
の
貯
留
機
能
や
洪

水
調
整
機
能
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
よ
う
な
維
持
管
理
が

重
要
で
、
陥
没
部
分
の
復
旧

や
危
険
箇
所
の
解
消
な
ど
適

切
な
施
設
管
理
に
取
り
組
み
、

地
域
の
憩
い
の
場
の
景
観
保

全
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
地

域
の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り

し
な
が
ら
取
り
組
み
た
い
。

適切な施設管理に取り組む
　荒川　一秀

▲市内循環バス

▲地域循環バス

▲　遠州池

Q 

公
共
下
水
道
の
進
捗
状
況

に
つ
い
て　

納
場
南
部
地
区
へ
の
導
入
計
画
は
？

A 

都
市
建
設
部
長 

納
場
南
部
地

区
の
計
画
区
域
は
、
納
場
地
区

の
他
、
江
戸
・
部
室
・
張
星
地

区
に
跨
り
、
面
積
は
１
３
９
ha
、

家
屋
・
事
務
所
・
店
舗
等
を
含
め

た
戸
数
は
、
４
２
１
世
帯
で
計
画

し
て
お
り
、
地
域
特
性
や
経
済
性

等
を
考
慮
し
、
整
備
地
域
の
優
先

度
を
選
択
し
た
上
で
、
で
き
る
だ

け
早
期
に
納
場
南
部
地
区
の
下

水
道
整
備
を
実
現
し
た
い
。

Q  

企
業
誘
致
と
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
つ
い
て

A 
水
道
局
長 

水
道
事
業
も

雇
用
創
出
や
財
源
確
保
の
た

め
に
有
効
な
企
業
誘
致
と
同

様
に
、
安
定
し
た
事
業
経
営

の
た
め
、給
水
収
益
の
確
保
、

経
営
基
盤
の
強
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
る
。

  

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

は
、
費
用
対
効
果
を
視
野
に

入
れ
、
市
の
土
地
利
用
構
想

な
ど
を
踏
ま
え
た
具
体
的
な

土
地
利
用
計
画
や
主
要
幹
線

道
路
等
の
整
備
と
整
合
を
図

り
な
が
ら
、
基
盤
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

遠州池全体の整備は

一般質問  
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Ｑ
本
市
に
於
け
る
幼
児
教

育
、
質
の
確
保
、
向
上
に

向
け
た
実
践
総
合
プ
ラ
ン

は
如
何
に
。

Ａ 

教
育
部
長 

福
祉
部
、
私

立
園
と
協
力
し
、
幼
児
期

教
育
と
小
学
校
教
育
の
接

続
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
創
り

全
体
の
向
上
を
目
指
し
て

い
く
。

Ｑ 

美
野
里
地
区
の
公
立
幼

稚
園
の
将
来
像
や
、
預
か

り
保
育
の
実
施
計
画
は
。

Ａ 

教
育
部
長 

美
野
里
地

区
公
立
幼
稚
園
は
令
和
３

年
に
１
園
に
集
約
す
る
こ

と
を
目
指
し
、
預
か
り
保

育
に
つ
い
て
も
実
施
す
る
。

Ｑ 

農
業
経
営
強
靭
化
の

為
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
推
進

や
更
な
る
支
援
策
を
望
む
。

Ａ
産
業
経
済
部
長 

Ｇ
Ａ
Ｐ

普
及
推
進
の
為
、
専
門
員

の
派
遣
費
用
金
額
支
援
の

他
、
農
産
物
の
産
地
育
成

に
向
け
取
り
組
む
。

Ｑ
持
続
可
能
な
農
業
経
営

の
為
に
、
第
２
次
土
地
改

良
事
業
の
推
進
を
望
む
が

将
来
を
見
据
え
た
現
在
の

取
り
組
み
状
況
は
如
何
に
。

農村滞在型旅行者受け入れのため農泊への支援策を

農業体験型観光の企画や農泊事業者への支援を研究する

木村　喜一

Ａ
産
業
経
済
部
長 

市
内
３

地
区
に
お
い
て
、
畑
地
整

備
事
業
の
実
施
に
向
け
て

検
討
を
し
て
い
る
。

Ｑ
国
際
空
港
を
抱
え
る
田

園
都
市
、
地
元
食
材
普
及

に
繋
が
る
農
泊
開
設
者
へ

の
支
援
策
を
望
む
。

Ａ
産
業
経
済
部
長 

農
業
体

験
型
観
光
の
企
画
や
農
泊

を
事
業
化
し
た
い
農
業
者

を
支
援
す
る
為
、
調
査
及

び
研
究
を
進
め
る
。

Ｑ
つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

延
伸
に
向
け
た
要
望
活
動

の
状
況
や
、
今
後
の
展
開

計
画
、
関
係
機
関
と
の
連

携
状
態
は
如
何
に

Ａ
市
長
公
室
長 

公
共
交
通

充
実
の
為
、
茨
城
空
港
直

結
を
目
指
し
、
要
望
活
動

の
促
進
に
努
め
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
「
平
成
の
大
検
地
」
農

地
の
利
用
実
態
調
査
の
進

捗
状
況
。

○
農
地
賃
貸
借
の
マ
ッ
チ

ン
グ
状
況
や
、
課
題
・
今

後
の
目
標
。

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
、
働
き
か
け
て
い
く
。

【
要
望
】

○
羽
鳥
駅
と
同
様
に
市
民

の
交
通
の
利
便
性
向
上
を

考
え
、
県
に
要
望
し
て
頂

き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
小
美
玉
市
で
※
日
本
版
Ｃ

Ｃ
Ｒ
Ｃ
、
生
涯
活
躍
の
ま
ち

構
想
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
の
か
。

○
小
美
玉
市
移
住
促
進
住

宅
取
得
助
成
金
事
業
に
つ

い
て
。

・
今
後
移
住
者
向
け
だ
け

で
は
な
く
、
市
内
の
人
向

け
に
住
宅
取
得
助
成
金
事

業
を
考
え
て
み
る
の
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。

○
ク
ー
ル
チ
ョ
イ
ス
の
促

進
に
つ
い
て
。

Ｑ 

羽
鳥
駅
と
茨
城
空
港
を

結
ぶ
直
行
バ
ス
の
運
行
を

考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長 

令
和
２
年

度
県
政
に
対
す
る
要
望
の
中

で
バ
ス
の
運
行
の
支
援
に
つ

い
て
県
に
要
望
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
も
、
羽
鳥
駅
と

茨
城
空
港
を
結
ぶ
直
行
バ
ス

の
運
行
の
実
現
に
む
け
て
、

機
会
を
捉
え
て
県
に
働
き
か

け
て
い
く
。

Ｑ 

東
口
仮
設
自
転
車
置
き

場
と
ロ
ー
タ
リ
ー
を
結
ぶ

横
断
歩
道
に
つ
い
て
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長 

現
在
担
当

課
に
お
い
て
検
討
中
。
今
後
、

警
察
協
議
等
を
含
め
て
進
め

て
い
く
。

Ｑ 

茨
城
空
港
と
東
京
駅
を
結

ぶ
高
速
バ
ス
に
つ
い
て
。

・
停
留
所
と
あ
わ
せ
て
高
速

バ
ス
利
用
者
の
無
料
駐
車
場

を
、
今
後
検
討
し
設
置
し
て

頂
き
た
い
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長 

市
と
い
た
し

ま
し
て
も
、
茨
城
空
港
ア
ク

セ
ス
道
路
の
全
線
開
通
後
の

高
速
バ
ス
ル
ー
ト
の
見
直
し
及

び
停
留
所
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
茨
城
空
港
の
利
用

促
進
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

村田　春樹

今後も県に要望していく

Q 

玉
里
小
・
玉
里
北
小
・

玉
里
東
小
の
統
廃
合
後
の

利
活
用
推
進
方
法
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

Ａ  

総
務
部
長
「
庁
内
に
学

校
跡
地
利
用
の
検
討
組
織

を
設
置
し
、
全
庁
的
な
観

点
か
ら
総
合
的
に
判
断
す

る
ほ
か
、
地
域
の
ご
意
見

を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
利

活
用
の
検
討
を
進
め
て
い

く
こ
と
」
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
ま
し

て
、
市
の
発
展
・
地
域
の

活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
、

様
々
な
利
活
用
形
態
や
民

間
活
力
の
導
入
な
ど
も
含

め
て
検
討
す
る
。

▲羽鳥駅東口

羽鳥駅と茨城空港を結ぶ直行バスの運行実現は

※
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
と
は
？
・
・
・
「
東
京
圏
を
は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
が
、
自
ら
の
希
望
に
応
じ
て
地
方
に
移
り
住
み
、
地
域
社
会
に
お
い
て
健
康
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
を
送
る
と
と
も
に
、
医
療
・
介
護
が
必
要
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

時
に
は
継
続
的
な
ケ
ア
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
す
も
の
。

　　一般質問
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Ｑ
「
茨
城
空
港
ア
ク
セ
ス

道
路
」
が
９
月
21
日
一
部

供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ク
セ
ス
道
路
の
愛
称
に

つ
い
て
市
の
所
見
を
伺
い

ま
す
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長 

茨
城

空
港
へ
の
利
便
性
向
上
な

ど
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と
共
に
、

全
線
供
用
開
始
後
、
関
係

す
る
茨
城
県
や
石
岡
市
な

ど
と
協
議
の
上
、
愛
称
の

募
集
や
決
定
方
法
な
ど
を

今
後
検
討
し
て
い
く
。

Q 

玉
里
小
・
玉
里
北
小
・

玉
里
東
小
の
統
廃
合
後
の

利
活
用
推
進
方
法
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

Ａ  

総
務
部
長
「
庁
内
に
学

校
跡
地
利
用
の
検
討
組
織

を
設
置
し
、
全
庁
的
な
観

点
か
ら
総
合
的
に
判
断
す

る
ほ
か
、
地
域
の
ご
意
見

を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
利

活
用
の
検
討
を
進
め
て
い

く
こ
と
」
と
し
て
お
り
ま

す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
ま
し

て
、
市
の
発
展
・
地
域
の

活
性
化
に
繋
が
る
よ
う
、

様
々
な
利
活
用
形
態
や
民

間
活
力
の
導
入
な
ど
も
含

め
て
検
討
す
る
。

全線供用開始後、県や石岡市と協議の上、検討してまいります

小川　賢治

「茨城空港アクセス道路」の愛称は

Ｑ 

私
の
平
成
18
年
12
月
定

例
会
、
一
般
質
問
の
答
弁
。

合
併
前
旧
3
町
村
で
採
択

さ
れ
た
請
願
、
要
望
書
の

未
実
施
案
件
は
74
件
。
現

在
の
処
理
状
況
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

平
成
三
十

年
度
末
の
処
理
状
況
は
美

野
里
地
区
が
18
件
、
小
川

地
区
が
16
件
、
玉
里
地
区

要
望
は
完
了
。

Ｑ 

合
併
後
、
採
択
し
た
請

願
、
陳
情
の
未
実
施
案
件
。

現
在
の
処
理
状
況
は
。

Ａ 

総
務
部
長 

処
理
完
了

が
35
件
、
実
施
中
7
件
、

未
実
施
、
検
討
中
8
件
。

内
容
は
道
路
整
備
４
件
、

建
設
・
改
修
３
件
、
規
制

を
求
め
る
も
の
１
件
。
道

路
整
備
は
計
画
・
着
手
に

時
間
を
要
す
る
案
件
や
工

事
着
手
か
ら
完
了
ま
で
に

整
備
期
間
を
要
す
る
案
件

が
あ
る
。
建
設
・
改
修
３
件

は
、
社
会
状
況
の
変
化
や
改

修
整
備
の
検
討
等
で
未
実
施

案
件
と
な
っ
て
い
る
。
規
制

を
求
め
る
１
件
は
、
関
係
機

関
と
の
調
整
や
状
況
の
解
決

に
長
期
化
を
要
す
る
た
め
未

実
施
に
な
っ
て
い
る
。

今後も未実施案件に対し必要な措置を講ずる

　岩本　好夫

請願・陳情の未実施案件の処理状況は

Ｑ 

現
在
未
実
施
案
件
の
主

な
理
由
に
つ
い
て
。

Ａ 

総
務
部
長 

道
路
整
備

は
毎
年
度
、
必
要
性
や
整

備
状
況
を
把
握
し
実
施
計

画
を
策
定
す
る
が
事
業
費

の
見
込
や
目
標
を
立
て
妥

当
性
、
効
率
性
な
ど
総
合

的
に
評
価
し
通
学
路
整
備

な
ど
を
優
先
す
る
場
合
が

あ
る
。
今
後
も
国
や
県
の

特
定
財
源
を
確
保
し
道
路

整
備
に
努
め
る
。

Ｑ 

現
在
41
件
の
未
実
施
案

件
が
あ
る
。
実
現
が
困
難

な
案
件
は
。

Ａ 
総
務
部
長 

困
難
な
案

件
は
1
件
、
請
願
・
陳
情

の
対
応
は
、
執
行
部
と
し

て
、
議
会
の
議
決
に
よ
る

採
択
と
い
う
こ
と
で
重
く

受
け
止
め
今
後
も
状
況
の

変
化
に
対
応
し
必
要
な
措

置
を
講
じ
る
。

【
要
望
】

○
今
後
も
案
件
処
理
の
最

善
の
措
置
を
要
望
。

○
議
会
も
請
願
を
採
択
し

た
以
上
、
最
後
ま
で
請
願

者
に
対
し
責
任
を
取
っ
て

い
き
た
い
。

▲茨城空港アクセス道路

　　　　　　　開通式の様子

▲玉里北小学校校舎

▲

茨城空港アクセス道路

一般質問  
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幡谷　好文

消防力を高め、災害対策強化を

各種災害に対応できるよう充実強化を図る

　　一般質問

定
管
理
者
の
運
営
方
法
に

つ
い
て
成
功
事
例
を
視
察

し
て
お
り
、
そ
れ
を
受
け

て
今
後
は
よ
り
具
体
的
な

協
議
を
進
め
て
い
く
。

Ｑ  

そ
・
ら
・
ら
の
拡
張
計

画
は
あ
る
の
か
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長  

小
美
玉

市
第
二
次
総
合
計
画
の
実

現
に
向
け
て
、
こ
と
し
４
月

に
ま
ち
づ
く
り
構
想
策
定

委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
ま
ち

づ
く
り
構
想
の
策
定
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、「
そ
・

ら
・
ら
」
施
設
の
拡
充
や

茨
城
空
港
周
辺
と
の
活
性

化
等
も
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ 

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
進
捗
状
況
と
優
先
順
位
は
。

Ａ 

総
務
部
長 
学
校
施
設

は
、
夏
休
み
中
に
建
物
の

状
況
を
把
握
す
る
た
め
、

現
地
調
査
を
行
い
、
学
校

施
設
以
外
の
公
共
施
設
に

つ
き
ま
し
て
は
、
検
討
会

議
に
お
き
ま
し
て
、
各
部

署
に
実
態
調
査
を
依
頼
し

て
お
り
、
現
在
、
利
用
状

況
、
運
営
状
況
、
コ
ス
ト

情
報
等
の
把
握
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ 

そ
・
ら
・
ら
イ
ベ
ン
ト
開

催
業
務
委
託
料
１
０
０
０
万

円
は
、『
ま
ち
づ
く
り
基
金
』

を
活
用
し
て
い
る
が
、
現
在

残
高
２
５
３
万
円
で
す
が
、

一
般
財
源
を
充
て
る
の
か
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長 

そ
・
ら
・

ら
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
基
金

の
活
用
は
、
平
成
30
年
度

ま
で
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、

今
年
度
か
ら
は
昨
年
度
末

の
３
月
補
正
に
お
い
て

5
０
０
０
万
円
の
積
み
立

て
を
い
た
し
ま
し
た
小
美

玉
市
地
域
再
生
交
流
拠
点

施
設
維
持
管
理
運
営
等
事

業
基
金
を
活
用
し
て
、
こ

れ
ま
で
と
同
額
の
委
託
費

を
予
算
化
し
、
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

Ｑ 

そ
・
ら
・
ら
運
営
委
員
会

の
協
議
内
容
と
指
定
管
理
者

制
度
導
入
の
検
討
状
況
は
。

Ａ 

産
業
経
済
部
長 

運
営
委

員
会
で
は
県
内
の
道
の
駅
の

管
理
運
営
状
況
の
確
認
の
ほ

か
、
制
度
導
入
に
当
た
っ
て

の
判
断
ポ
イ
ン
ト
の
確
認
や

制
度
導
入
の
流
れ
な
ど
に
つ

い
て
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
４
月
に
実
施
し
ま
し

た
先
進
地
視
察
研
修
は
、
指

石井　旭　

そ・ら・ら指定管理者制度導入の検討状況は

今後、より具体的な協議を進めて行く

Ｑ
地
域
防
災
体
制
の
中
核

的
存
在
で
あ
る
消
防
団
員

数
が
年
々
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、
市
の
対
策
に
つ
い

て
所
見
を
伺
う
。

Ａ 

消
防
長 

現
在
5
１
０

名
の
消
防
団
員
に
活
動
い

た
だ
い
て
お
り
、
市
職
員

も
20
名
在
籍
し
て
い
る
状

況
。
団
員
数
が
年
々
減
少

し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

平
成
28
年
度
に
は
体
制
強

化
の
一
環
と
し
て
女
性
部

を
発
足
し
、
現
在
8
名
の

女
性
団
員
に
火
災
予
防
広

報
活
動
や
応
急
手
当
の
普

及
啓
発
、
災
害
現
場
後
方

支
援
を
担
当
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
後
も
車
両

の
更
新
や
資
器
材
等
の
充

実
強
化
を
図
り
、
消
防
団

が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
を
整
備
し
、
団
員
確

保
の
為
の
啓
発
活
動
に
努

め
る
。

Ｑ
大
型
給
水
車
の
導
入
を

早
急
に
お
願
い
し
た
い

が
、
市
の
考
え
は
？

Ａ 

消
防
長 

阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
教
訓
に
都
市
部

で
の
配
備
が
急
速
に
促
進

さ
れ
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
水
利
の
確
保
が
難
し

い
場
所
で
の
初
期
消
火
活

動
、
ま
た
大
規
模
断
水
時

に
飲
料
水
と
し
て
の
給
水

活
動
等
、
有
効
で
あ
る
と

考
え
る
。
市
民
の
安
心
・

安
全
を
守
る
た
め
に
財
源

を
勘
案
し
な
が
ら
総
合
的

に
検
討
す
る
。

Ｑ 

防
犯
カ
メ
ラ
の
市
内
設

置
状
況
と
今
後
の
設
置
計

画
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
危
機
管
理
監 

道
路
沿
線

や
交
差
点
付
近
に
27
台
、

駅
周
辺
に
9
台
、
公
共
施

設
内
外
に
61
台
、
幼
稚
園

や
小
学
校
、
中
学
校
に
47

台
、
合
わ
せ
て
１
4
４
台

の
監
視
カ
メ
ラ
を
含
む
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い

る
。
今
後
も
効
果
を
検
証

し
な
が
ら
、
財
源
の
確
保

に
尽
力
し
、
関
係
機
関
や

警
察
な
ど
と
協
議
を
し
な

が
ら
計
画
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
防
犯
カ
メ
ラ

設
置
要
綱
の
管
理
徹
底
や

公
用
車
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
レ

コ
ー
ダ
ー
導
入
に
つ
い
て

も
計
画
的
に
取
り
組
む
。
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Ｑ 

大
和
田
議
員
の
死
を
悼
む

①
助
け
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
の
か
？

②
身
近
な
救
急
医
療
の
充
実

を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
？

Ａ 

保
健
衛
生
部
長 

小
美

玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー
を
中

心
に
、
そ
の
他
の
病
院
、

そ
れ
か
ら
近
隣
市
町
村
の

二
次
救
急
、
三
次
救
急
と

連
携
、
協
力
し
な
が
ら
、

体
制
を
構
築
し
て
い
く
。

Ｑ 

政
府
が
教
育
改
革
を
呼

ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
準

備
は
進
ん
で
い
ま
す
か
。

・
職
員
の
質
向
上
を
進
め
て
下
さ
い
。

Ａ 

教
育
長 

昨
年
度
４
月
よ

り
今
後
10
年
間
の
教
育
施
策

方
針
「
小
美
玉
市
教
育
振
興

基
本
計
画
」
に
基
づ
い
て
、

各
施
策
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ 

新
市
建
設
計
画
の
中
で

財
政
の
健
全
化
に
つ
い
て

述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

達
成
さ
れ
ま
し
た
か
。

・
将
来
、財
政
は
悪
化
し
ま
せ
ん
か
。

Ａ 

企
画
財
政
部
長 

行
財
政

改
革
を
一
層
推
進
さ
せ
、

行
政
コ
ス
ト
削
減
を
よ
り

一
層
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

Ｑ 

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見

直
し
は
進
ん
で
い
ま
す
か
。

・
夢
の
あ
る
市
の
将
来
の

プ
ラ
ン
を
造
っ
て
下
さ
い
。

Ａ 

都
市
建
設
部
長 

マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
の
中
間
見
直

し
に
対
し
ま
し
て
は
、
現

在
、
令
和
２
年
度
に
着
手

で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進

め
て
い
る
。

Ｑ 

危
機
管
理
に
つ
い
て
。

①
い
ざ
と
い
う
時
に
即
座

に
執
行
で
き
る
よ
う
訓
練

し
て
い
ま
す
か
。

Ａ 

危
機
管
理
監  

昨
年
同

様
、
情
報
伝
達
訓
練
、
Ｈ

Ｕ
Ｇ
訓
練
の
実
施
に
向
け

て
、
現
在
、
関
係
機
関
と

調
整
を
行
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

・
玉
里
地
域
の
道
路
整
備

に
つ
い
て
。

・
美
野
里
と
玉
里
地
区
を

結
ぶ
栗
又
四
ケ
線

・
小
中
一
貫
校
周
辺
の
通

学
道
路
の
整
備

・
ゴ
ミ
処
理
場
付
近
の
道

路
整
備

・
放
射
能
汚
染
の
補
償
請

求
の
状
況
を
報
告
下
さ
い
。

○
皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

今後も、住み良いまちづくりを進めてまいりたい

戸田　見成

住み良い小美玉市を願って最後の質問

Ｑ 

小
美
玉
市
は
東
海
第
２
原
発

の
事
故
が
あ
る
と
き
、
ひ
た
ち

な
か
市
民
８
０
０
０
人
の
避
難

受
け
入
れ
の
協
定
を
結
ん
だ
が
、

ど
の
よ
う
な
想
定
で
受
け
入
れ

計
画
を
立
て
た
の
か
。
東
海
第

２
原
発
は
再
稼
働
で
な
く
市
長

と
し
て
今
す
ぐ
廃
炉
宣
言
を
。

Ａ 

危
機
管
理
監  

避
難
受
け

入
れ
計
画
は
本
市
が
平
常
時

で
あ
る
想
定
で
受
け
入
れ
計

画
を
立
て
て
い
る
。
東
海
第

２
原
発
に
つ
い
て
は
、
国
の

動
向
を
把
握
し
な
が
ら
安
全

対
策
首
長
会
議
の
一
員
と
し

て
慎
重
に
検
討
す
る
。

Ｑ 

子
育
て
支
援
策
の
充
実
と

し
て
、
避
難
所
に
も
な
る
体

育
館
に
も
エ
ア
コ
ン
設
置
を
。

Ａ 

教
育
部
長
　
現
在
に
お
い

て
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
の
計
画
は
な
い
が
、
関
係

部
署
と
調
整
を
図
る
。

Ｑ 

国
保
税
の
中
で
の
子
ど
も
に

対
す
る
均
等
割
り
税
の
値
下
げ
、

廃
止
を
願
う
が
ど
う
検
討
さ
れ
て

い
る
か
。
出
産
祝
い
金
も
す
べ
て

の
赤
ち
ゃ
ん
に
支
給
し
て
欲
し
い
。

Ａ 

福
祉
部
長 

子
ど
も
の
均
等

割
り
に
つ
い
て
は
全
国
知
事
会

議
で
国
に
要
望
提
案
さ
れ
て
い

る
。
納
税
者
の
公
平
性
を
重

視
し
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
子

ど
も
へ
の
給
付
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
高
齢
者
施
策
と
し
て
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
は
検
討
さ
れ

た
の
か
。
運
転
免
許
証
を
返

納
し
て
も
外
出
す
る
た
め
の

巡
回
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
券
の

充
実
を
図
っ
て
欲
し
い
。

Ａ
企
画
財
政
部
長　

地
域

公
共
交
通
会
議
で
検
討
さ

れ
た
が
、
運
行
事
業
者
の

理
解
が
得
ら
れ
ず
、
地
域

循
環
バ
ス
の
導
入
と
な
っ

た
。
交
通
弱
者
の
利
便
性
向

上
の
た
め
導
入
の
検
討
は

継
続
し
て
審
議
し
て
い
る
。

【
要
望
】

○
高
齢
者
向
け
の
福
祉
バ
ス

の
検
討
を
願
う
。

Ｑ
若
者
定
住
施
策
と
し
て

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の

さ
ら
な
る
充
実
策
を
。
移

住
だ
け
で
な
く
、
住
み
続

け
て
い
る
人
た
ち
に
も
定

住
し
続
け
る
施
策
を
。

Ａ
市
民
生
活
部
長　

リ
フ
ォ
ー

ム
受
付
は
５
～
７
月
と
な
っ
て

お
り
予
算
は
１
５
０
万
円
、
今

の
と
こ
ろ
足
り
て
い
る
。
若
者

定
住
の
た
め
に
結
婚
支
援
、
雇

用
対
策
な
ど
今
後
も
人
口
減
少

対
策
を
進
め
て
い
く
。

東海第２原発の廃炉宣言を

安全対策首長会議の一員として慎重に検討する

福島  ヤヨヒ

一般質問  
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行
政
視
察
研
修

先
進
地
に
学
べ 

●百里基地・茨城空港対策特別委員会
期　日：令和元年７月 17 日（水）　～　18 日（木）
議　員：荒川一秀 ・ 藤井敏生 ・ 長島幸男 ・ 石井旭
　　　　　 鈴木俊一 ・ 村田春樹
視察先 ①航空自衛隊三沢基地
          ②青森県三沢市
目　的 ① 「三沢基地」 の飛行運用に関する事や地域住民との
　　　　　　　　関わり方や独自の取組など、 地域住民の理解を得る
　　　　　　　  ための施策等について研修しました。
          ②基地対策（住民対策）の取り組みや基地対策関係        
           補助事業及び基地周辺整備や観光対策の状況など今      
　　　　　　 後の小美玉市の施策等に役立てるため研修しました。

    ●総務常任委員会
期　日 令和元年７月 24 日～ 25 日　
委　員　長島幸男 ・ 村田春樹、
          小川賢治 ・ 岩本好夫

視察地　 　①福岡県大野城市（大野城市役所）
　　　　　　　②福岡県筑後市　　 （筑後市役所）
目　 的    ①全ての方に「わかりやすく」「使いやすく」「心地よく」   「手
　　　　　　　　　続きが早く終わる」 ワンストップ総合窓口 「まどかフロア」
　　　　　　　　　を開設している大野城市での研修は、 小美玉市の窓　
　　　　　　　　　口サービスの向上の参考となりました。
　　　　　　　 ②空き家専門相談員の配置、 現地調査、 老朽危険空　
　　　　　　　　　き家への対応、 老朽化防止等、 空き家バンク事業で多く
　　　　　　　　　の実績を持つ筑後市で研修を行い、 本市でも問題となっ
　　　　　　　　　ている空き家対策について学びました。

　      ●全体行政視察
期　　日　令和元年９月 27 日～９月 28 日
委　　員　市村文男 ・ 藤井敏生 ・ 関口輝門
　　　　　　小川賢治 ・ 福島ヤヨヒ ・ 岩本好夫　　　
　　　　　　長島幸男 ・ 幡谷好文 ・ 石井 旭
　　　　　　植木弘子 ・ 木村喜一 ・ 鈴木俊一 ・ 村田春樹
視察地　 岡山県真庭市
目　 的　 昨年 10 月に小美玉市で行われたヨーグルトサミットの　
　　　　　　「第 2 回」 が、 真庭市で行われました。
　　　　　　ヨーグルトサミットを通じて、 岡山県真庭市をはじめ、 全　
　　　　　　国から数多くの自治体や、 企業等が参加し、 乳製品　
　　　　 　   開発や消費拡大の取組みについて識見を深めるととも　
　　　　　  に、 本市の行政施策に反映できるよう議会全体研修を
　　　　　 行いました。

        ●文教福祉常任委員会
期　 日：令和元年７月２日（火）　～　３日（水）
議　 員：関口輝門 ・ 鈴木俊一 ・ 荒川一秀 ・ 戸田見成

藤井敏生 ・ 谷仲和雄 ・ 石井　旭
視察先：①京都府京都市

②奈良県橿原市（子ども総合支援センター）
目　 的：①京都市では、 ＩＣＴ教育の先進的事業を数多く行ってい

る。 事業を行うにいたった経緯、 事業の概要や運営にかかっ
た経費、 また、 その効果や課題について研修しました。
②子ども総合支援センターは、 肢体不自由や発達障がい等を有し、
日常 ・ 学校生活等に課題のある子ども 及び家庭に対し、 成長段階
に対応する一貫した教育 ・ 福祉 ・ 医学的支援を行っています。 また、
学校跡地を利用した施設のあり方や役割についてなど参考にすべき事
項について研修しました。

▲

京
都
市
で
説
明
を

　
　
　
　
　

聞
く
委
員

▲三沢市議会議長と

▲筑後市　本会議場にて▲真庭市　正・副議長と



23
議会だより 第 55号

  　　プレゼントクイズ・市民の声

   第 52 回クイズの当選者
  21 通のご応募ありがとうございます。  
   
　　　ご当選おめでとうございます！ 
　

　 ※今月号からクイズの当選者発表は

個人情報保護の観点より

お食事券の発送をもって

代えさせて頂きます。

自 分 達 の

生活を良くしたいのな
ら、市制への感心を持つ事
が必要だな…と子を持つ
親として考えさせられま

す。（中台・男性）

　 

羽鳥駅東西自由通路

の一部開始おめでとうございま
す。羽鳥らしく羽鳥らしい駅舎
が完成する事を待ちわびていま

す。（羽鳥・女性）

たくさんのご意見、ご感想ありがとうございました。

市制にあまり

関心がなかったけど、今では
最初から最後まで全部目を通す
ようになり、議会だよりを見る

のが楽しみになりました。
（山野・女性）

第 53 回 プレゼントクイズ
　今回の議会だより第 55 号の中から、問題を３つ出題します。正解した方の中から抽選で、１０名の方に

「キャトル・セゾン」（四季の里内）のお食事券１，０００円分をプレゼントいたします。

ふるってご応募ください！　

　　　　　問①　令和元年第３回定例会の一般質問した議員の人数は、○人でした。
　　　　　問②　平成30年度小美玉市の実質公債費比率○ .○％です。
　　　　　問③　次回の令和元年第４回定例会開会は12月○日。
◇応募方法　　　はがき・FAX・E メールにて、住所、氏名、クイズの答えを明記してご応募ください。

　　　　　　　　また、議会や本紙に対するご意見やご感想をあわせてお寄せください。

◇応募〆切　　　令和元年 11 月 22 日（金）まで　＊当日消印有効

◇応  募  先　　　〒 319-0192　小美玉市堅倉 835　小美玉市役所　議会事務局　宛

　　　　　　　　FAX ：0299-48-1199  　　E メール：gikai@city.omitama.lg.jp

                         　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用いたしません。

　　　　第 52 回クイズの正解
 問①令和元年第２回定例会での一般質問した議員の人数は、  

　　 ○○名？              　                                 答え→ [12]

 問②次回の令和元年第３回定例会開会は８月○○日？　　

　　　　　　　　　　　　                              　 答え→ [28]

  問③８月５～７日に開催されるのは第○回議会報告会？

                                                                             答え→ [5]

市民の声

羽鳥駅が年度内に完成と

のこと。周辺も便利になることを
期待しています。（羽鳥・女性）

湯 ～ GO は、 新

しくなったので小美玉市のお年寄

りが多いですが、市外の人にも利用

していただく事を考えた方が良い

のでは？（飯前・女性）。



 　■次の定例会は、

　　　　　１２月２日（月） 開会予定です。

■ 議長通信■ 

▲茨城県へ要望書提出
　　（市村議長から森住交通局長へ）

 

　
　

小
美
玉
市
議
会
第
５
回
議
会
報
告
会

が
、
８
月
５
日
美
野
里
公
民
館
、
８

月
６
日
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
コ
ス
モ

ス
、
８
月
７
日
小
川
文
化
セ
ン
タ
ー

ア
ピ
オ
ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
市
民
の
皆
様
か
ら
た
く

さ
ん
の
ご
意
見
を
頂
き
議
会
報
告
会

の
意
見
交
換
会
が
有
意
義
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

１
人
で
も
多
く
の
市
民
の
皆
様
が
、

議
会
報
告
会
に
参
加
し
て
、
議
会
に

対
し
て
の
ご
意
見
、
市
政
に
対
す
る

要
望
等
を
発
言
し
て
、
「
開
か
れ
た
議

会
」
「
市
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
議

会
」
の
実
現
を
目
指
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
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編  

集  

後  

記

日 月 火 水 木 金 土
12/1 ２

本会議
（開会、 議会
人事等）

３ ４ ５
本会議

（ 議 案 説 明
等）

６ 7

８ ９ 10 11
本会議

（一般質問）

12
本会議

（一般質問）

13
本会議

（一般質問）

14

15 16
総　　 務　
常任委員会

17
文教福祉
常任委員会

18
産業建設
常任委員会

19 20
本会議

（ 報 告、　　　
採決 ・ 閉会

21

22 23 24 25 26 27 28

29

   

30 31

次回定例会予定

会議の種類 傍聴 モニター中継

本会議 可 有

委員会 要確認 無

＊議場（市役所本庁舎 3 階）での傍聴には、簡単な受付（氏

名・住所等の記入）が必要です。

＊委員会等の詳しい日程については、１２月 4 日に開催

する議会運営委員会で協議します。議会事務局までお

問い合わせください。

＊ 傍聴は人数制限等によりお断りする場合があります。

あらかじめご了承ください。

＊ 定例会中の本会議（一般質問など）は、同時放映を行っ

ております。本庁舎、小川総合支所、玉里総合支所の

1 階ロビーに設置されているＴＶモニターでご自由に

ご覧いただけます（受付は不要）。

茨城県へ要望書を提出
　TX茨城空港延伸議会期成同盟会（会長　小美玉市議会議長
市村文男）は、つくばエクスプレスの茨城空港への延伸を目指
して、8月 8日に茨城県に対し「県の総合計画による延伸ルー
トを茨城空港とすること」、「県が中心となって調査等に早期着
手すること」などを盛り込んだ要望書を提出いたしました。
　茨城県からは、つくば―茨城空港間のバス増便実証運行を行
ない、乗車状況などを今後の延伸構想の参考としていくとの回
答をいただきました。
　そして、10 月 1日よりバスの増便運行が開始されましたこ
とに、県及び関係者のご尽力に衷心より感謝申し上げます。
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▲議会報告会の様子（小川会場）

環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。
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